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        OF MEDICINE, FROM 1959 TO 1963 
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                    (Director  : Prof. Kango Oda)

   Statistics on in-patients and operative treatments experienced at our urological clinic 

from 1959 to 1963 were reported. 

   The total number of in-patients was 962. Upper urinary urolithiasis was the most fre-

quent lesion, occupying 19.0 % of all cases. This was followed by benign prostatic hyper-

trophy (10.5  %), bladder tumor (7.3  %), renal tuberculosis (7.0 %), and bladder stone (3.3 %). 

   There were 820 cases of operative procedures, Among these, 673 cases (82 %) were 

open surgeries and the rest (18  %) were transurethral procedures.

1緒 言

先 に報 告 した 泌 尿 器 科 分 立 前5年 間(1959～

1963)外 来 患 者 の統 計 的 観 察 と同様 の理 由 お よ

び 目的 を もっ て,同 期 間 に お け る入 院 患 者 お よ

び手術 に つ い て統 計 的観 察 を 試 み た.

H入 院 患 者数,男 女 別 な らび に年 度 別 観 察

1959～1963年 におけ る泌尿器科入院患者数は962名

で,そ の内男子731名,女 子231名,男 女比 は3.16:

1.00,又 男女別外来数に対す る比率では男3.85%,女

2。60%で 男が高率である.外 来患者数に対す る比率は

1960年 が最高,1963年 は最低 であ る.

皿 年 令 構 成

5年 間の10才 階級別年令構成は表2の 如 くであ る.

2峯 性を示 し,最 高は60才 代 の18%,第2峯 は20才 代

の17%で50才 代 と同率,40才 代 と70才代 の11%と つづ

いている.こ れを男女 別にみ ると男子では60才 代の峯

が更に強調 されているほか,男 女併せた全体における

とほぼ同様の起伏を示 し,女 子ではやや異 って第1峯

が30才 代,第2峯 が50才 代に移 り巾が縮少 してい る.
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IV部 位臓器別に分類 した個々の疾患について

の観察

イ.上 部尿路疾患

本群中には表3の 如 き疾患が含 まれてお り,そ の数

は369例,入 院総数の38%を 占め,部 位臓 器別 の第1

位に 位す る.こ の うち 疾患別第1位 の 上部尿路結石

(入院数の19%,以 下()内%は 入院数 に対す る%

を示す)と,疾 患別第4位 の腎結核(7%)と 併せて

本群の70%を 占めてい る,そ の他多い疾患 として疾患

別第6位 の尿管皮膚痩(2.8%),第7位 の特発性腎出

血(2.7%),第10位 の遊走腎(2.3%),第11位 の水 腎

症(1.6%)が あ る.結 石,結 核は男子に多 く,特 発

性腎 出血,上 部尿路痩は女子に多い。男女別入院患者

に対す る比率でみ ると結石は男女 同率,結 核 を始 めそ

の他 の疾患では一般に女子に高い,

上部尿路結石に膀 胱お よび尿道結石 を加 えて,尿 路

結石を 一括 表示す る と表4の 如 くである.そ の数は

220例,入 院患者数の22.9%に あた り,上 部尿路結石

は尿路結石の83.2%を 占め ている.こ の中上部尿路結

石疑診15例 を除き,多 い順に あげ ると尿管結石(10,4

%),腎 結石(7。1%),膀 胱結石(3.3%),尿 道結石(0.5

%),で ある.男 女比でみ ると腎結石2:1,尿 管結石4:

1,膀胱結石7=1,尿 道結石5:0で 男子に頻度が高い.

尿路お よび性器結核を一括表示す ると表5の 如 くで

ある.そ の数は尿路結核67例 と性器結核29例 を合せて

表1入 院 患 者 の 年 度 別 推 移

＼ 一 亀 」19・9196・1196中96211963 計 紳 平均騨 野 雛撃籍

男

女

127

42

166

47

174

43

156

49

108

50

731

231

146.2

46,2

1.929

1.332

3.85

2.60

計 169213121・12・ ・ i58 962 192.4 1.741 6.45

男/女 3.023.534,053.182.16 ・.16/ / /
外来総数に対す

る% 19・292…19…116・8312.・ ・}17.・21/ / /

表2年 令 構 成

＼ 一 避

_1959196・1961
1962巨963 計 腿響謄 贅1

入院総数に
対 す る%

男0～9

女

男10～19女

男20～29女

男30～39

女

・・～・9婁

2

1

2

1

1胡'1

20

9

12

7

18

6

2

0

7

2

3引1;

25

14

21
7

18

10

19

7

男2250～59

女19
25
7

36

6

男60～69

女

男70～79

女

80～ 男
女

計 男
女

25

0

16

5

O

O

127

42

26

6

20

0

4

1

166

47

32

5

23

0

4

1

174

43

7

0

6

2

18

6

18

13

5

1

3

1

20

8

18

3

38

14

123

42

18

13
91

57

2.46

1.30
2.18

5.20

6.06
5.41

16.83

18.18

12.45

24.68

15i
51

6

7

25

15

39

6

22

2

6

0

10

9

26

9

16

2

4

0

7910.81

32}13・85

119

46

148

26

97

9

18

2

16.28

19.91

20.25

11.26

13.27

3.90

2.46

0.87

17.15

15.38

156

49
108

50

11.54

731

231

17.15

18.09

玉1.02

2.08

/ /
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表3上 部 尿 路 疾 患

＼1959・96・il96119621963 計 男女別入院数1 入院総数に
に対す る%i対 す る%

上部尿臨 石婁

上部尿路徽 婁

22

7

5

6

上部尿路翻 劉1

特発性腎出血婁

水 腎 症婁

腎 孟 炎婁

腎炎,男
ネ フ ロ ーゼ 女

遊 走 畷

膿 腎 症萎

海 綿 腎婁

馬融 腎髪

腎 痩婁

尿 管 螺

0

4

1

3

0
1

0

0

2

1

0
0

0

0

0

0

1

0

2

玉

30

11

12

7

0

0

3

2

l

l

0

0

0

0

2

1

0
0

0

0

0

0

0

0

34

9

6

3

2

正

5

5

3

1

0

0

34

6

6

6

2

2

1

1

2

2

1

0

5

0

2

2

O

!

0

0

1

0

0

0

1

3

2

3

3

0

O

O

2

0

0

0

0

0

2

6

18

12

8

8

138

45

37

30

11
1i

5

3

1

2

1

2

1

0

0

0

3

6

O

O

0

0

0

0

2

2

1

6

11

15

7

8

3

3

6

0

12

10

0

1

2

0

1

0

3

2

8

工9

18.88

19.48 19.02

5.20
12.99 6.96

0.68
1.30 ○.83

1.50

6.49

0.96

3.46

O.41

1.30

2,70

1.56

0.62

0.82

0.00
0,62

1.64
4.33

2。29

0.00
0.43

0.10

0.27

0.OO
O.21

0.14

0.00
0,10

0.41

0.87

1.10

7.36

0,52

2.80

計 57 ・列 ・・ 82 75 369 / 38.35

携 総 数 に対 す33.・33・.2・2・.3239.514・.・7
38.35 / /

表4尿 路 結 石 症

＼ 一 室ミ 」1959196・ll96・

上

部

尿

路

腎

尿

管

右 婁

左 婁

両 婁

右 婁

左 嬰

両 婁

3

2

1

2

2

2

6

0

9

1

1

0

4

3

3

0

5

2

IO

5

O

O

7

2

4

0

2

1

9

2

9

3

I

Q

19621963 計 計 謝 ヲ野 無撃鶏
3

0

7

3

0

1

4

0

16

2

0

0

4

1

3

5

1

0

3

2

7

3

0

0

2129

8

1828

10

611

5

2733

6

5165

14

1・

男45

女23

計68

男80

女20

計IOO

6.61

9.97

4,68

2,38

7.06

10.94

8.66

8.32

2.08

10.40
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疑 い 婁

計
男女

計

下
部
尿
路

膀 胱 婁

尿 道 嬰

0

0

22

7

29

1

2

2

0

計
男
女
計

3

2

5

7

0

30

11

41

4

1

1

0

5

1

6

2

1

34

9

43

10

1

4

0

34

6

40

10

0

0
0

1

0

10

五

11

11

0

11

0

1

18
12

30

3

0

1

0

4

0

4

1315

2

男138

女45

計183

2832

4

1・

33
4

37

入院数に対す
る% ・・,122・.・ ・}248824・8821・52 22.87

/

/

/

/

/

/
18.88

19.48

3.83

1.73

O.68

0.00

4.51

1.73

/

14.35

4,67

19.02

2.913
.330

.42

0,520
.520

.OO

3.43

0.42

3。85

/ / /

表5尿 路 お よ び 性 器 結 核

＼ 一 亀1959196・1961196211963
計 男女別入院数 入院総数に

に対す る%対 す る%

右 婁

腎 左 婁

両 嬰

患側不明婁

計
男
女
計

2

2

2

4

1

0

0

0

5

6

11

5

4

6

3

1

0

0

0

12

7

19

2

2

4

1

0

0

0

0

6

3

9

3

2

3

3

0

0

0

工

6

6

互2

3

5

4

3

1

0

O

O

8

8

16

15

15

19

14

3

0

0

1

37

30

67

2.05

6,49

2.60

6,06

0.41

0,QO

3,12

3.43

0.31

0、00

0.43
0.IO

5.06

12.98

3,85

3.12

6.96

入院総数に対
する%

・.・,1・.924.isl・.851・.13 6.96 / /

副1

21

右 刻
1

3 2 0 O 1 ・1 0.82 0.62

左 男

丸1

1

2 3 3 3 3 14i 1.92 1.46

両 判 0 ・i・}11 ・1 3 O.41 O.31

前 立 腺 男 0 ・i・{・ 2 4 O.55 0.42

精 管 男 0 111 O 0 2 0.28 O.20

計 ・}・ 6 4 8 2gi 3.97 3.Ol

入院総数に対
する%

・・96・ ・S21…61・955.・61 3.01 / /

総
男

計 女
計

10

6

16

18

7

25

12

3
15

10

6

16

16

8

24

入院総数に対
する% …71・7・}・.917.・ ・1519

66
3Q

96

9.03

12.99

9.98 /

6。86

3.12

9.98

/
96例,入 院患 者数の10.0%に あた る.尿 路結核では偏

腎結核(6,6%)が 大勢を 占め,男 子(3.9%)が 女子

(3.1%)よ りやや多い。

性器結核 では副睾丸結核(2.4%)が 大多数を占め

ている.

ロ 膀胱疾 患

本群 中には表6の 如 き疾 患を含 み,そ の数は121例

で入院患者 の12%を 占め,部 位臓器別第3位 に 位す

る.こ の内疾患別第3位 の膀 胱腫瘍(7,3%)は 本群 の

59%を 占め,男 女比3=1で 男子に多いが,男 女別入 院
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患者に対す る比では同率である.次 いで疾患別第5位

の膀胱結石(3.3%),第13位 の神経 因性膀胱(1.1%)

がそれぞれ本群の26.8%,9.2%を 占めてい る.前 者

は男子に,後 者は男女ほぼ同数であ る.

ハ 尿道疾患

本群中には表7の 如き疾患を含み,そ の数は38例 で

入院数の約4%を 占め,部 位臓器別第5位 に位す る.

疾患別第11位 の外傷性尿道狭窄(1、7%),炎 症性尿道

狭窄(0.6%)は それぞれ1,2位 を占め,併 せて本群

の58%に あたる.尿 道結石,尿 道 破裂,尿 道腫瘍が こ

れに次いでいる.尿 道腫瘍,尿 道 カルソケルが全例女

子,他 は全例男子である.

二 前立腺疾患

本群中には表8の 如 き疾患を含み,そ の数は143例

で入院数の14.9%を 占め,部 位臓 器別 の第2位 に 位

す る.こ の内疾患別第2位 の前立腺肥大症(10.5%),

第8位 の前立腺癌(2.6%)は 併せて 本群 の88%を 占

め る.

ここで尿路性器腫瘍 を一括 して表示す ると表9と な

る.そ の数は2/8例 で入院患老の22.7%に あた る.前

立腺肥大症(10.5%)に 次いで膀胱癌(7.3%),前 立

腺癌(2.6%)が ある.性 器腫 瘍は 男子に 限 っている

が,尿 道癌を除き尿路腫瘍は男子患者に高率であ る.

ホ 睾丸,副 聖丸,精 索,精 嚢腺,陰 嚢並に内分 泌

疾患

本群中には表10の 如 き疾患 を含み,そ の数は45例 で
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入院患者数の4.7%を 占め,部 位臓器別の 第4位 に位

す る.こ の うち疾患別第9位 の副睾 丸結核(2.4%)が

第1位 で,停 留睾丸(0.7%),陰 嚢水瘤(0.6%)を 併

せて本群の80%に あたる.

へ 陰茎疾患

ト その他の疾患

以上の2群 は表11に 示す通 りである.部 位臓器別の

6位 に位 し極 めて低率であ る.

V手 術

手 術内容 を部位臓器別に分類 して示す と表12の 如 く

であ る.総 数820例 の82%即 ち673例 が 観血的開放手

術,残 り147例は表13の 如 き 経尿道的治療である.部

位臓器別に頻度 の高い ものからあげ ると,腎(164),

陰嚢内臓器(138),前 立腺(133),陰 茎(123),尿 管

(120),膀 胱(118)で 尿道(24)は 最 も低い,手 術

別に頻度の高いものをあげると包茎手術(117),尿 管

切石術(91),腎 易1」除術(96),TURP(72),前 立腺

被膜下別出術(59),精 管切断術(43),聖 丸捌除術

(36),腎 孟切石術(33),副 睾丸易lj除術(31),砕 石

術(25),膀 胱部分切除(24),尿 管皮膚痩(21)等 が

ある.

手術術式 と原疾患 との 関係 を み る と,腎 捌 除 術

(96)の 過半数は 腎結核(56)で,腎 結石(16),腎

腫瘍(14)が これに次 いでい る.腎 痩術(8)も 亦腎

結核(5)に 多い.尿 管吻合術(8)は 膀胱腫瘍に よっ

表6膀 胱 疾 患
＼ 一 く 午

1959196。1961-＼ 1962巨963 計 畿穿鷺 隣撃鶏
男11膀胱結石 女12

膀胱臨 劉'9

神経因性蹴 婁

膀胱異物 嬰

萎縮 胱 婁

膀胱白板症 婁

0
1

2

1

0

0

0

1

4

正

10

1

10
1

1

1

0

0

O

O

0

0

13
5

1

1

0

0

0

1

0

1

正0

0

14

7

4

1

O

O

0

0

0

0

3

0

2
4

0

1

O

O

0

0

0

0

28

4

53
17

6
5

2

1

0

1

0

2

3。83

1.73

7.25

7.36

3,33

7.28

0.82
2.16

1.14

0.27

0.43

0.00

0.43

0.00

0.87

0.31

O。10

O.21

蹴 繊 女1・11 ・11 0 2 0.87 0.21

計
男
女
計

17

5

22

15

4

19

24

9

33

28

9

37

5

5

10

入院総数に対
する% 13.・2189215,2118.・ ・6.33

89

32
121

u.17

13.85

9.25

3.33

12.58

1258 / /
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表7尿 道 疾 患

＼ 逸 」195gil96・ い ・6申962}1・63} 計 罷鐸緊芽%隣 琴総駿

嶽道翻 易9 2i?
尿道纈 婁 2

0

l

O

0

0

o

圭

1

0

o

c

1

0

0

4

5

0

O.OO

圭.73
9.42

O.68

0,00
0.52

奪1薙 性 男}引 ■ ・}・}1}
6!。,82

…

c。62

肇 脇 性 男i・i・1・1・i・!
161・ ・19 1.66

尿道 下裂 男1・]1・i11　

尿道 破裂 男 ・21・}・1・1

・1・ … O.21

4 Q.54 o.42

尿道カルソ
ケル 女}司1 ・}・1・i ti…3 (〉.1G

計

ミ

妻19
計8

8

4

12

6

至

7

7

三

8

3

脅

3

32

6

38

4.50

2.i6

3.33

c.62

3.95

襯 数 蘭t・.・31・.631・.231・.・ ・1・9・1・ ・95 / /

表8前 立 腺 疾 患

＼-」 乾 」1959い6gl・%・ ・962い ・63} i羅夢黙 崎 琴讐場
前立腺徽 男1・1・1・}・1・1 ・1 O,55 0.42

前立騰 石 男111・1・tII・1 ・1 1.23 O.94

前立 腺癌 男 ・1・1121・ 21
1

・引 3.42 2.60

蔑立瞭肥大 男}三9
…

2紹24i2e ・列 ・・一 ・3,82 圭G.50

前立 腺症 男 ・Iii・i・1・1 ■ O.14 O.io

前 立 腺 炎 男1 ・1・t・ill・1
] Q.14 O.IO

前立腺膿瘍 男 0 1 1 ・1・ 2 O.27 0.20

言季 ・酬331・ ・i・ ■ ・C 王・5tl9・56 圭4.86

入院総数に対1083
す る%

15・4gll8891・.15112.66 14.86 / /

表9尿 路 お よ び 性 器 腫 蕩

＼<乾 」1959i196・ レ96111962i19631
計 1畏響緊騰 騰 辱攣髪

腎翻 妻}δ

蹴 鵬 嬰 14

0

e

O

2

1

lO

1

13

5

尿道臨 婁 O

O
0
2

0

1

14

?

2

4

O

l

5

3

53
17

gl 0
4

o.68

1。30
O.83

7.26

7.36

0.OO

L73

7.28

O.42

前立 腺癌 男 o 4112i7i21 251 3.42 2.60

前立腺肥大 男 19 24 241・ ・

縫 翻 男i「[・}・

14 IOI 13.82 10.50

2
ミ

。1 ・} o.82 0.62

睾 丸腫 瘍 男 1 ii・11}・! ・1 Q.41 o.31
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そ の 他 男 0 1 ・}・ 0 11 0.14 O.王O

計
男
女
計

入院総数に対す
る%

35

0

35

20.71

42

3

45

21.13

53

7

60

27.65

45

9

54

26.34

19

5

24

15.19

194

24

218

22,66

26.55

10.39

/

20.17

2.49

22.66

/

表10睾 丸,副 睾丸,精 索お よび陰嚢疾患

、＼
19591196・1196111962i1963 計 男子入院数に 入院総数に対

対 す る%す る%

睾丸腫瘍 男 11 Il・ 11・i 3 0.41 O.31

停留動 男1 ・1 ・13 11・ 7 0,96 0.73

扇緻 結核 男1 5 ・1・1・1・ 23 3,15 2.39

精子侵襲症 男 司 ・11 ・i・1 1 O.14 0.10

精管 結核 男 O 1 1 ・1・1 2 0.27 0.21

陰の う水瘤 男 1 ・1・1・1・[ 6 0.82 O.62

精索静脈瘤 男 ・1 111 1 0 3 O.41 O.3i

計

入院総数に対す
る%

10

5.92

8

3,76

9

4。15

7

3.41

11

6.96

45

467

6.15

/

4.67

/

表11陰 茎疾患お よびその他の疾患

＼<邑 」1959i196・11961 19621963i 計 男子入院数に 入院総数に対対
する%す る%

陰 茎 癌 男1 0 2 2 ・ 「 ・ 6 O.82 O.62

包 茎 男 1 0 ・11 1 5 0.68 0.52

尿 失 禁 男 0 1 O 0 0 1 0.14 0.10

乳 魔 尿 男 ・i ・111・ 0 1 0,14 0.10

計

入院総数に対す
る%

1 3

0.59 1.41

5

2.30

3

L46

1

0.63

13

1.34

1.78

/

1.34

/

表12部 位臓器別に分類 した手術 内容

＼ ～～ 一 ま1959 1960 王961 1962 1963 計

腎 易・j除 術 嬰

腎

男腎 部 分 切 除 術
女

半 腎 切 除 術 婁

腎 痩 術 婁

5

gl
12

7

14
9

0

0

1

0

1

1

O

O

0

0

O

Q

l

O

0

0

O

o

8

11

O

o

O

O

0

1

10

工1

2

0

0

0

2

3

4996
47

3

0
3

1

0
1

3

5
8
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尿

管

膀

胱

前

立

腺

陰

茎

腎 切 石 術 婁

腎 孟 切 石 術 婁

腎 固 定 術 婁

計

尿 管 切 石 術 婁

尿管膀胱融 舗 婁

尿 管 腸 吻 合 術 婁

尿管 皮膚 移植 術
男`

女

計

膀 胱 全 易ll除術 婁

膀胱部分購 術 婁

膀鵬 位切開術 婁

膀胱憩室切肺 婁

1

0

4

5

29

13

1

2

1

0
0

1

2

20

2

0

7

1

0
0

膀 胱膣 痩閉鎖 術 女1 0

経 尿 道 的 治 療 嬰

計

前立 腺全 別除 術 男

前立腺被膜下別除術 男

経 尿 道 的 治 療 男

計

除 精 術 男

陰 茎 切 断 術 男

包 茎 手 術 男

計

8

1

21

0

13

5

18

0

0

21

21

2

0

5

1

2

2

31

9

6

0

0

0

0

1
2

2

19

2

0

2

0

正

0

0
0

1

6

4

16

o

13

17

30

2

0

20

22

1

2

2

3

0

0

3

3

O
l

341 27

14

6

11

5

0

2

1

0

0

4

27

0

0

4

2

1

0

1

0

0

12

5

25

1

7

2

0

0

0

0

4

22

0

0

5
0

4

0

0

0

1

工3

5

28

1

13

0

1

4

3

2

5

43

10

16

0

0

0

0

1

5

32

0

0

2

1

2

1

1・

1833

15

616

正0

164

5791

34

22

30

0

1

31

32

1・

δ1

421

17

120

14

2024

4

911

2

1

Q 言 ・

0

18

3

28

0

13

19 9

33

1

2

19

22

22

O

0

26

26

2

5775

18

118

2

59

72

133

3

3

1正7

123
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尿

道

陰

獲

内

臓

器

瞬 脳 切開 術 男

外 尿道 口切 開術 男

尿 道憩室 切 除術 女

直腸尿道痩閉鎖術 男

尿 道 成 形 術 男

計

聖 丸 別 除 術 男

11 0

Q 1

O

0

1

2

0

0

3

4

7 5

聖 丸 固 定 術 男 1 1

扇岨 睾=丸 易[」除 術 男

陰嚢水腫根治手術 男

精索静脈瘤根治手術 男

精 管 切 断 術 男

4 7

3

O

7

計 22

総 計 133

4

1

9

27

149

O

1

0

O

1

1

0

2i
]

0

0 0

1

2

11

1

6

9

9

3

1

12

5

7

4

2

3 5

2

3

2

1

2

1

10

37

187

16

24

36

8

31

3

1

7

26

167

5 17

0

10

26

184

3

43

138

820

表13経 尿 道 的 治 療

＼1959 1960 1961 1962 1963 計

TURP 男

TURbn 男
女

5

0

0

TURbt 男女 O

o

TUCbt 男
女

4

0

17

0

2

0

1

男砕 石 術
女

4

1

4

1

2

0

22

1

2

計

3

2

7

0

14 27 39

19

2

0

1

1

7

2

3

2

37

9

0

0

2

1

10

2

72

37
4

48
4

2835

7

6

0

2225

3

30 147

て独占され,尿 管皮膚痕術(21)は 膀胱腫瘍(9)と

子宮癌(8)に 多い.膀 胱高位切開術(10)は 膀胱結石

(4)と 膀胱腫瘍(4)に,除 翠術(36)は 前立腺癌

(17)に ついで 睾丸腫瘍(8),副 窒丸結核(6)1こ,

尿道成形術(16)は 尿道下裂(7)に つ い で 尿 道 痩

(4),尿 道狭窄(3)に 多い.



160 小田他=京 都府立医科大学泌尿器科分立前5年 間の入院患者および手術の統計的観察

経尿道的治療(147)は 前立腺肥大症(72)が 半数,

膀 胱腫瘍(43)が 約30%を 占めている.

尿管皮膚痩,腎 固定術,腎 別除術が女子に多 く,性

器,尿 道 の手術がほ とんど全て男子例 であ る他,腎 孟

切 石術,尿 管切石術,膀 胱全別,膀 胱部分別出,高 位

切 開,砕 石術,TUCbtは 男子に多い.

入院患者においては男子患者数の比重(男 女比3.16

:1.00)が 外来患者におけ るそれ(男 女比2.18:1.00)

よりも更 に重 くなってお り,注 目に価す る.こ の こと

は男女別外来数に対す る比率が女子2.6%よ り男子3.9

%が 高率であ ることに よって も裏付け られ る.

年令構成が2峯 性で あることは外来患者の場合 と変

らないが,外 来で最高であ った20才 代が50才 代 と同率

で第2位 に下 り,外 来で第2位 であった50才 代の峯が

60才 代に移 り入院で最高を示 してい る.こ の ことは男

子60才 代の患者の比重が特に増 加し,女 子の第1峯 が

20才 代か ら30才代に移行 している ことに よるもので,

入院患者の性格が外来患者の場合 よ り更に男性化 し,

又老令化 してい ることを物 語ってい る.

疾患別に 頻度の 高い ものか ら あげる と上部尿路結

石,前 立腺肥 大症,膀 胱腫瘍,腎 結核,膀 胱結石 など

で,こ れが入院患者の男性化 と老 令化の主 なる原因を

なす もの と推測 され る.

比較的若年 老でしか も外来 において行 なわれ る包茎

手術,精 管切断 術を除けば手 術の大部分は尿路結石,

前立腺肥大症,腎 結核,膀 胱腫瘍 などに対 して行なわ

れ る もので,入 院患老手術 も亦入院患者 と全 く同様男

性に多 く老人 に多 いことにな る.

VI結 語

1959～1963年 の5年 間 に おけ る入 院患 者 の疾

患 別,男 女 別,年 令 構 成 お よ び手 術 の種 類,頻

度 な どに つ い て統 計 的 観 察 と多 少 の 考按 を試 み

た.

(1965年10月26日 受付)




